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　両親の影響で幼いころから音楽に親し
み、学生のころから吹奏楽に打ち込んで
きました。厳しい練習もあり、全国大会
には５回出場することができました。担
当はパーカッション（打楽器）で、曲の
アクセントになる味付け役です。表現豊
かに曲を奏でられる点が魅力的ですね。
　現在は、希望が丘高校で吹奏楽部の顧
問を勤めています。顧問に就任して４年
目の昨年、創部６年目にして初めて県大
会出場を果たしました。今年も県大会出
場を目指して、練習に励んでいます。
　生徒を指導するうえで大切にしている
ことは生徒の自発的な意欲です。部の目
標や練習量などは生徒で話し合って決め
させ、私は生徒の思いを全力で応援して
います。自分たちで考え、一生懸命に取り
組んだことに成果が出れば、その喜びや
達成感は何物にも変えられません。生徒
にはそういった経験を通じて、吹奏楽だけ
ではなく、人として成長してほしいです。

なかまでつなごう
市民リレー

楢
ならはし

橋 純
じゅんこ

子さん（扇ヶ浦四丁目・40歳）

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

生徒の意欲を全力応援

な

かま
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20 くらしの情報
22 みんなのひろば
24 行事予定

16 図書館だより、体育の時間

長津で行われた「竜神山
笠」の模様です。「長津伝
承風土記」によれば、長
津では、大洪水をもたらす
遠賀川を鎮めるため、龍
人形を神社に奉納し、雲
と雨を自在に操る龍に「洪
水除け」を祈願したそうで
す。今では、「五穀豊穣」「無
病息災」を願って、年に１度、
地域の祭りとして開催され
ています。

表紙のはなし ーCOVER STORYー

　
海
の
中
道
で
、
幼
い
３
人
の
命
が
飲

酒
運
転
と
い
う
凶
器
に
奪
わ
れ
て
10

年
。
粕
屋
町
で
２
人
の
高
校
生
が
飲
酒

運
転
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
、
命
を
落
と

し
て
５
年
が
経
ち
ま
す
。
海
の
中
道
の

事
故
で
懲
役
20
年
の
判
決
を
受
け
た
加

害
者
も
32
歳
に
な
り
、
刑
期
の
半
分
を

終
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
悲
し
い
こ
と
に
県
内
で

は
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
や
摘
発
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
あ
の
大
き
な
事
故
か
ら
10
年
の
区
切

り
に
、
飲
酒
運
転
を
、
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
り
う
る
自
分
の
こ
と
と
し

て
も
う
１
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
８
月
25
日
木
か
ら
31
日
水
ま
で
は
、

飲
酒
運
転
撲
滅
週
間
で
す
。

　
今
年
は
、「
福
岡
海
の
中
道
大
橋
飲

酒
運
転
事
故
」
が
起
き
て
か
ら
10
年

目
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。

「
あ
の
と
き
」
か
ら

飲
酒
運
転
は

ど
う
変
わ
っ
た
か
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危
険
な
行
為
だ
と
わ
か
っ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
飲
酒
運
転
は
な
く

な
ら
な
い
の
か
…
。
折
尾
警
察
署

で
飲
酒
運
転
の
取
り
締
ま
り
を
行

っ
て
い
る
花
田
諭さ
と
るさ
ん
に
話
を
聞

く
と
、
意
識
改
革
の
必
要
性
と
警

察
と
の
連
携
の
重
要
性
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
が
危
険
な
理
由
を

改
め
て
伺
い
ま
す

　

一
般
に
「
酔
う
」
と
は
、
血
中

の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
高
く
な
る

こ
と
に
よ
り
、
理
性
や
判
断
を
つ

か
さ
ど
る
大
脳
皮
質
の
活
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
網
様
体
」
が

ま
ひ
し
た
状
態
を
言
い
ま
す
。
こ

の
ま
ひ
は
、
安
全
運
転
に
必
要
な

情
報
処
理
能
力
や
注
意
力
、
判
断

力
な
ど
の
低
下
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
気
が
大
き
く
な

っ
て
危
険
な
運
転
を
す
る
」「
車
間

距
離
の
判
断
を
誤
る
」「
危
険
の
察

知
や
察
知
し
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を

踏
む
ま
で
が
遅
く
な
る
」
な
ど
、
飲

酒
運
転
は
事
故
に
直
結
す
る
危
険

因
子
に
な
る
の
で
す
。

県
内
の
飲
酒
運
転
や
事
故
の

現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
海
の
中
道
の
事
故
が
起
き
た
平

成
18
年
に
は
、
650
件
の
飲
酒
運
転

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
事
故
後
に

撲
滅
の
啓
発
運
動
な
ど
が
高
ま
り

を
見
せ
、
昨
年
は
156
件
に
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。

　

悲
し
い
こ
と
に
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
死
亡
事
故
が
大
き
な
起
点
と

な
っ
て
、
飲
酒
運
転
事
故
を
減
少

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

10
年
前
に
比
べ
、
事
故
件
数
は

約
４
分
の
１
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、

10
年
前
の
あ
の
事
故
を
思
う
と
、

福
岡
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
ゼ
ロ
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
早
朝
の
時
間
帯

の
飲
酒
運
転
が
多
い
と
い
う
統
計

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
二
日
酔

い
の
状
態
で
の
運
転
が
多
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
飲
み
過
ぎ
た

次
の
日
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
飲
酒
運
転
は
な
く
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か

　

県
で
は
、
年
間
約
１
、３
０
０

件
の
飲
酒
運
転
を
検
挙
し
て
い
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
過
失
で
は
な
く

故
意
で
す
。
運
転
者
の
身
勝
手
な

行
為
に
多
く
の
人
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
。
こ
の
身
勝
手
さ
は
、

人
に
言
わ
れ
て
矯
正
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

飲
酒
運
転
を
す
れ
ば
、
そ
の
代

償
と
し
て
、
被
害
者
の
命
だ
け
で

な
く
、
仕
事
、
家
族
、
地
位
、
お

金
な
ど
、
身
の
回
り
の
全
て
を
失

う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
人
の

意
識
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が

　

そ
の
通
り
で
す
。
10
年
前
の
事

故
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
重

ね
た
こ
と
で
、
飲
酒
運
転
は
減
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
１
日
に
何

件
も
の
飲
酒
運
転
が
検
挙
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
主

に
順
法
意
識
の
欠
如
の
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
順

法
意
識
は
周
り
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
福
岡
県
で
、
飲
酒

運
転
の
撲
滅
を
目
指
す
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
お
酒

を
提
供
す
る
飲
食
店
な
ど
に
、
飲

酒
運
転
を
通
報
す
る
義
務
を
規
定

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
は
、

昨
年
改
正
さ
れ
、
一
般
住
民
の
皆

さ
ん
に
も
飲
酒
運
転
に
関
す
る
通

報
が
努
力
義
務
と
し
て
規
定
さ
れ

ま
し
た
。「
飲
酒
運
転
か
も
」
と

い
う
運
転
手
を
見
か
け
た
ら
、
積

極
的
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
転
手
に
も
警
察
に
も
関
わ
り

た
く
な
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
気
持

ち
は
分
か
り
ま
す
。
で
も
、
そ
の

気
持
ち
を
「
社
会
の
一
員
と
し
て

み
ん
な
で
飲
酒
運
転
を
無
く
そ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
切
り
替
え

て
く
だ
さ
い
。
飲
酒
運
転
は
、
絶

対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
…
。

　

飲
酒
運
転
を
、
運
転
手
個
人
の

問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
の
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
に
は
、

運
転
手
で
あ
る
個
人
が
し
っ
か

り
「
飲
酒
運
転
は
い
け
な
い
こ

と
」
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
実
際
に
、

折
尾
警
察
署
の
花
田
管
理
官
は
、

「
講
演
会
や
街
頭
啓
発
の
効
果
に

よ
っ
て
、
飲
酒
運
転
の
数
自
体

は
減
っ
て
き
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
花
田
管
理

官
は
、「
今
、
飲
酒
運
転
を
し
て

い
る
の
は
、
啓
発
に
耳
を
傾
け

な
い
、
い
わ
ゆ
る
言
っ
て
も
わ
か

ら
な
い
人
だ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
す
。
本
当
に
悲
し
い
こ
と

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

に
は
、
家
族
や
知
人
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
声
を
掛
け
続
け
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
飲
酒
運
転
撲
滅
の

最
も
大
き
な
目
的
は
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
被
害
者
を
生
ま
な
い

こ
と
で
す
。
新
し
い
「
飲
酒
運

転
通
報
制
度
」
に
は
、
飲
酒
運

転
事
故
の
未
然
防
止
と
い
う
大

き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
者
の
命
を
守
る
た
め
、

少
し
だ
け
勇
気
を
出
し
て
、
通

報
制
度
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飲
酒
運
転
は
人
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
便
利
な
車
で
人
の

命
を
奪
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

社
会
全
体
で
飲
酒
運
転
を
撲
滅

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

コンビニやタクシー会社の協力で行われた通報訓練。

折尾警察署交通管理官
花田諭さん

Interview

“ 現在どんな活動を行っていますか ”
　多くの人から応援していただきな
がら、街頭啓発活動や飲酒運転の撲
滅に向けた講演会を行っています。
　寛大とその友人があっという間に
飲酒運転の車によって命を奪われて
から、早いもので５年が過ぎました。
この５年間で、講演の数は 700 回
になります。

“ 飲酒運転がなくならないことをど
う思いますか ”
　非常に残念でなりません。講演会
でも、参加してくれた皆さんから耳
にするのは、「飲酒運転がなかなか
なくなりませんね」という悲しい声
です。一向に減らない飲酒運転にみ
んなが心を痛めています。
　「もっと頑張らないといけないの
か」「どうしたら飲酒運転が減るの
か」と自問自答を繰り返す日々が続
きます。そんな私を支えてくれるの
は、福岡が大好きだという気持ちで
す。心から愛する福岡だからこそ、

飲酒運転がない福岡を心から望んで
います。
　本来、飲酒運転はゼロが当たり前
です。減らそうとか根絶しようとす
る以前の問題です。
　道端を鉄砲や刃物といった凶器を
持ってウロウロしている人はいま
せんよね。本人も周りの人もそれが
危険な凶器だとわかっているからで
す。同様に、車もお酒を飲んだ人が
ハンドルを握った瞬間に凶器に変わ
ります。しかし、悲しいことに、飲
酒運転という凶器は鉄砲やナイフほ
ど凶器として認識されていないのが
現実です。

“飲酒運転撲滅には何が必要でしょう”
　まずは、私たち大人が意識を変え
ることが必要です。
　飲酒運転事故の被害者にはたくさ
んの子どもがいます。お酒を飲まな
い、車も運転しない子どもたちです。
　その子どもたちのほとんどはきち
んと交通マナーを守っていました。一

方的にマナーを破ったのは大人です。
　また、言うまでもなく飲酒運転は
犯罪です。日本の法律では、「１滴で
もお酒を飲んだら車を運転してはい
けない」と決められています。それ
なのに、「ちょっとくらいいいやろ」
と法律を守ってないのも大人です。

“ 中間市の皆さんにメッセージを ”
　中間市の皆さんにも自分に出来る
ことを自分や家族、地域で考えて実
践してほしいと思います。
　飲酒運転通報制度は、市民が最も
参加しやすい、根絶に向けた取り組
みの１つです。飲酒運転根絶の活動
は命を守る活動です。被害者も加害
者も作らない。命が大切にされる、
そんな社会を目指してみんなで活動
しましょう。
　「飲酒運転をゼロにするために頑
張ってるよ」と、私たち大人が、子
どもたちに堂々と言える社会になる
ことを、きっと犠牲になった子ども
たちも願っていると思います。

大好きなこのまちを、飲酒運転ゼロに…

NPO法人　はぁとスペース

山本　美也子 代表

　５年前に福岡県粕屋町で飲酒運転の車にはねられて亡くなった２人の
高校生がいます。被害者の１人である山本寛

か ん た

大さんの母親、美也子さんは、
飲酒運転撲滅を願い、今も講演会などを開催して啓発を行っています。
　活動を通じて伝わってくるのは、一向になくならない飲酒運転への悲し
みや怒りです。自身を含め、被害者や遺族の姿を最前線で見てきた美也
子さんに思いを聞きました。

障がい者も健常者も一緒に楽しく生活できる思いやり
スペース作りを目指し、平成 22 年３月「ＮＰＯ法人 はぁ
とスペース」を設立。車いす優先駐車場のマナー啓発
運動や、障がい者スポーツの支援などを行う。

設立して約１年後の２月。当時 16 歳の長男（寛大さん）
とその友人を、飲酒運転事故により奪われる。その直
後から「飲酒運転撲滅活動」を始め、命の大切さや、加
害者も被害者も作らないことを訴え、講演活動を行う。

編
集
を
終
え
て

平成 18年 650 件

平成 26 年 153 件

平成 25 年 171 件

平成 24 年 185 件

平成 23 年 257 件

平成 22 年 337 件

平成 21 年 296 件

平成 20 年 284 件

平成 19 年 366 件

平成 27 年 156 件

■福岡県内の飲酒運転による事故件数

出典: 「Alcohol Alert」 National Institute on Alcohol 
Abuse and Alcoholism

危
険
な
飲
酒
運
転

改
め
て
学
ぶ
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。 中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

臨時福祉給付金・年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）
●問合先　臨時給付金室　☎（２４６）６２２８

　

臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
26
年
の
消
費
税
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
所
得
が
少
な
い

人
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
者　
平
成
28
年
度
の

市
民
税（
均
等
割
）が
非
課
税

の
人

※
住
民
税
に
お
い
て
課
税
者
の

扶
養
家
族
に
な
っ
て
い
る
人
や

生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
は
対

象
外
で
す
。

※
課
税
情
報
が
確
定
し
な
い
と

支
給
対
象
予
定
者
か
ら
漏
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
所
得
の

申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
課
税

課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額　
３
、０
０
０
円

　
（
１
人
に
つ
き
）

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

　

給
付
金（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

　

受
給
者
向
け
）

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵

を
受
け
に
く
い
年
金
受
給
者
を

支
援
し
ま
す
。

●
対
象
者　
平
成
28
年
度
臨

時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者
の
う
ち
、
平
成
28
年
５
月

分
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
人

※
年
金
生
活
者
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金（
高
齢
者
向
け
）を
受
給

し
た
人
を
除
き
ま
す
。

●
支
給
額　
３
０
、０
０
０
円

（
１
人
に
つ
き
）

　

い
ず
れ
も

●
申
請
方
法　
対
象
と
思
わ
れ

る
世
帯
に
９
月
上
旬
か
ら
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
請
書
な

ど
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
書
が
届
か
な
い
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

９
月
１
日
木
～

平
成
29
年
１
月
４
日
水
・
消
印

有
効

●
注
意
事
項

〇
支
給
は
ど
ち
ら
の
給
付
金
も

１
回
で
す

〇
両
方
の
支
給
対
象
に
当
て
は

ま
る
人
は
２
つ
の
給
付
金
を

受
給
で
き
ま
す

■
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報

の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
や
県
、
厚
生
労
働
省
な
ど

の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指

示
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
申
請
内
容
に
つ
い
て
、

市
が
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
資
産
の
状
況
な
ど

申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

内
容
を
聞
く
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

行
政
機
関
を
か
た
っ
た
不
審

な
電
話
な
ど
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
市
役
所
や
警
察
署
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

「
中
間
市　

官
公
庁
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
」
で
検
索
し
て
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
８
月
18
日
木
・

13
時
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

●
公
売
方
法　
ヤ
フ
ー
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン

●
公
売
日
時

〇
申
込
期
間
…
８
月
18
日
木
・

13
時
～
９
月
２
日
金
・
23
時

ま
で

〇
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
期
間
…
９
月

９
日
金
・
13
時
～
９
月
12
日

月
・
23
時
ま
で

●
公
売
対
象
物
件　

不
動
産

（
１
件
）

※
土
地
の
み
で
す
。

●
対
象
不
動
産

〇
不
動
産
…
土
手
ノ
内
三
丁
目

２
７
１
番
１
（
土
手
ノ
内
三

丁
目
公
民
館
横
）・
１
筆
・

宅
地
392
．
52
㎡

●
公
売
最
低
価
格

　
２
、２
８
０
、０
０
０
円

●
公
売
保
証
金

　
２
２
８
、０
０
０
円

●
注
意
事
項

〇
地
積
は
公
簿
表
示
で
す
。
境

界
に
つ
い
て
は
、
隣
地
所
有

者
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い

〇
現
況
の
ま
ま
引
渡
し
ま
す

〇
移
転
登
記
の
費
用
は
買
受
人

の
負
担
で
す

〇
現
地
説
明
会
は
行
い
ま
せ
ん

〇
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://koubai.auctions.yahoo.
co.jp/fko_nakama_city

不動産（宅地）の公売
●問合先　収納課　☎（２４６）６２３７

公売に掛かる不動産。

　

対
象
者
に
は
、
直
接
は
が
き

で
通
知
し
ま
す
。
会
場
や
注
意

事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
年
齢

〇
満
77
歳
…
昭
和
14
年
１
月
１

日
～
昭
和
14
年
12
月
31
日
生

ま
れ
の
人

〇
満
88
歳
…
昭
和
３
年
１
月
１

日
～
昭
和
３
年
12
月
31
日
生

ま
れ
の
人

〇
満
99
歳
以
上
…
大
正
６
年
12

月
31
日
以
前
生
ま
れ
の
人

※
８
月
20
日
現
在
、
３
か
月
以
上

継
続
し
て
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

●
持
ち
物　
は
が
き
、
印
鑑

※
夫
婦
で
当
て
は
ま
る
人
は
、

各
自
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

敬老祝金を贈呈
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２７８

　

中
間
市
環
境
衛
生
協
議
会

が
、
家
庭
用
廃
食
用
油（
て
ん

ぷ
ら
油
）を
回
収
し
ま
す
。
回

収
を
希
望
す
る
人
は
、
実
施
日

ま
で
に
自
治
会
長
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

●
回
収
実
施
日　
９
月
11
日

　
（
第
２
日
曜
日
の
環
境
美
化

の
日
）

●
持
込
時
間　
家
庭
か
ら
の
持

ち
込
み
は
９
時
ま
で
で
す

※
時
間
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
込
場
所　
各
自
治
公
民
館

※
自
治
会
に
よ
っ
て
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会

長
の
指
示
に
従
っ
て
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
日　
９
月
６
日
火

●
注
意
事
項

〇
家
庭
用
廃
食
用
油
以
外
は
、

絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い
で
く

だ
さ
い

〇
洗
剤
な
ど
が
混
入
し
た
廃
食

用
油
は
回
収
し
ま
せ
ん

〇
持
ち
込
み
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
容
器
に
限
り
ま
す

家庭用廃食用油の回収
●問合先　環境保全課　☎（２４６）６２６５

　

交
通
共
済
は
、
手
ご
ろ
な
掛

金
で
も
し
も
の
交
通
事
故
に
備

え
ま
す
。現
在
、加
入
中
の
人
は
、

自
治
会
を
通
じ
て
継
続
申
込
書

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
手
元
に

届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る
人
は

掛
金
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
安
全

安
心
ま
ち
づ
く
り
課
、
東
部
出

張
所
、
西
部
出
張
所
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
改

正
に
よ
る
事
業
の
健
全
性
維
持

の
た
め
に
、
組
合
員
の
世
帯
主

か
ら
出
資
金
を
年
間
100
円
ず
つ

集
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
出

資
金
が
合
計
500
円
に
達
し
た
世

帯
は
不
要
で
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
掛

金　
年
間
１
口
500
円

（
１
人
２
口
ま
で
）、
世
帯
で

の
積
立
出
資
金
100
円

●
募
集
期
間　
８
月
15
日
月
～

９
月
30
日
金

※
自
治
会
に
よ
り
募
集
期
間
が

異
な
り
ま
す
。

●
保
険
期
間　
10
月
１
日
～
平

成
29
年
９
月
30
日

交通共済の申込受付
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

　

よ
り
丁
寧
な
判
定
を
行
う
た

め
、
今
回
か
ら
予
約
制
に
な
り

ま
し
た
。
予
約
時
に
補
装
具
の

状
況
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
い

ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
が
来
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
９
月
14
日
水
ま
で

●
申
込
方
法　
福
祉
支
援
課
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
来
庁
が
困
難
な
人
は
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

　

巡
回
相
談

●
日

時　

10
月
４
日
火
・

10
時
～
14
時（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

※
正
午
～
13
時
は
診
察
、
相
談

を
行
い
ま
せ
ん
。

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容　
肢
体
不
自
由
の

補
装
具
の
新
規
支
給
・
再
支

給
・
修
理
の
要
否
判
定
、
処

方
お
よ
び
適
合
判
定
な
ど

※
巡
回
相
談
で
は
、
電
動
車
椅

子
、
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達

装
置
に
つ
い
て
は
相
談
の
み
で

す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
診
断
書
の
作
成
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

の
指
定
医
師
が
い
る
病
院
な
ど

で
、
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
耳
鼻
咽
喉
科（
聴
覚
障
が
い

な
ど
）に
つ
い
て
は
、
診
察
を
行

わ
な
い
た
め
、
補
聴
器
の
補
装

具
費
の
支
給
・
再
支
給
・
修
理

の
要
否
判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
担
当
者

〇
診
察
…
肢
体
不
自
由
の
担
当

医
師（
整
形
外
科
ま
た
は
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
）

〇
相
談
…
障
害
者
更
生
相
談
所

職
員
、
福
祉
支
援
課
職
員

●
持
ち
物

〇
印
鑑

〇
身
体
障
害
者
手
帳

〇
補
装
具
再
支
給
の
場
合
は
前

回
支
給
の
補
装
具

〇
補
装
具
修
理
の
場
合
は
修
理

が
必
要
な
補
装
具

※
必
ず
本
人
が
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

身体障がい者（児）補装具巡回相談（予約制）
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

●
ご
み
の
収
集
休
止
日

〇
一
般
ご
み
の
収
集
…
８
月
15

日
月

※
８
月
13
日
土
は
通
常
ど
お
り

収
集
し
ま
す
。

〇
自
己
搬
入
の
受
け
入
れ
…
８

月
15
日
月

※
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の
機
器
な

ど
の
総
合
点
検
の
た
め
、
受
け

入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

お盆期間中のごみの収集
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００
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中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要で
すので、直接会場にお越しください。
● 日 時　９月３日土、16 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓
口で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８
時 30 分〜午後５時 15 分で、定員は６人です。
● 日 時　９月３日土、16 日金、29 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
● 問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
● 場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、県警職員が相談に応じます。
●      日 時　９月14 日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

● 期 日　毎月第１〜４火曜日
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14 時 30 分〜15 時 30 分・ハピネスなかま
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

あなたが納得のいく生きかたができるようお手伝いします。
● 受 付　月曜日〜金曜日・８時 30 分〜17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター
　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

　

現
況
届
の
提
出
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
早
急
に
こ
ど
も
未

来
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

未
提
出
の
場
合
は
、
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
６
月
以
降
に
新
規
で
児
童
手

当
を
認
定
請
求
し
た
人
は
、
今
回

の
現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤

務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　
こ
ど
も
未
来
課

※
東
部
出
張
所
、
西
部
出
張
所

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
請
も
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
児
童
手
当
の
額

○
３
歳
未
満
…
１
５
、０
０
０
円

（
一
律
）

○
３
歳
～
小
学
生（
12
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
）…
１
０
、０
０
０
円

※
第
３
子
以
降
は
１
５
、０
０
０

円
で
す
。

○
中
学
生（
15
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で)

…
１
０
、０
０
０
円（
一
律
）

※
所
得
制
限
に
当
て
は
ま
る
人

は
一
律
５
、０
０
０
円
の
支
給

で
す
。
所
得
制
限
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

児童手当現況届を提出してください
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

　
身
近
に
潜
む
病
気
に
つ
い
て
、

医
師
が
そ
の
症
状
や
予
防
方
法

な
ど
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
が
ん
」

と
「
循
環
器
疾
患
」
で
す
。
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

　
「
が
ん
」

　

皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
よ
う

で
知
ら
な
い
「
が
ん
」
に
つ
い

て
、
が
ん
が
ど
の
よ
う
な
病
気

な
の
か
を
解
説
し
ま
す
。

●
日

時　

８
月
31
日
水
・

11
時
～
正
午（
受
付
は
10
時

30
分
～
）

●
講

師　
江
口
雅
人
さ
ん

（
市
立
病
院
外
科
）

　
「
循
環
器
疾
患
」

　

不
整
脈
や
心
電
図
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

●
日

時　

９
月
26
日
月
・

13
時
30
分
～
14
時
30
分（
受

付
は
13
時
～
）

●
講

師　
瓜
生
康
平
さ
ん

（
市
立
病
院
内
科
）

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物　
筆
記
用
具

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

連
絡
先
、
講
座
名
が
必
要
で
す
。

●
申
込
先　
市
立
病
院

　
℻（
２
４
５
）２
８
１
６

健康づくりサポート教室
●問合先　市立病院　☎（２４５）０９８１

　

家
事
や
育
児
に
奮
闘
し

て
い
る
お
母
さ
ん
を
対
象

に
、
子
ど
も
と
楽
し
く
参

加
で
き
る
子
育
て
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
心
温
ま
る

お
話
を
聞
き
な
が
ら
親
子

遊
び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
込
不
要
、
参
加
料
は

無
料
で
す
。

●
日

時　
９
月
１
日
木

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

１
歳
６
か

月
～
４
歳
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

●
定

員　
30
組
程
度

子育て講座
●問合先　子育て支援センター　☎（２４５）５５５７

　

中
間
市
政
治
倫
理
条
例

に
基
づ
き
、
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
、
市
議
会
議

員
か
ら
資
産
、
所
得
な
ど

に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
資

産
等
報
告
書
等
が
閲
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
報

告
書
を
審
査
し
た
政
治
倫

理
審
査
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
審
査
意
見
書
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

●
期

間　
７
月
25
日

か
ら
５
年
間（
閉
庁
日

を
除
く
）

●
時

間　
８
時
30
分

～
17
時
15
分

●
場

所　
総
務
課

資産等報告書等・審査意見書の閲覧
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

　

国
の
地
域
少
子
化
対
策

重
点
推
進
交
付
金
を
活
用

し
、「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

育
児
」
の
切
れ
目
な
い
支

援
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
企
画
提
案
方
式
で
委

託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
事
業
名　
幸
せ
む
す

び
応
援
事
業

●
応
募
資
格　
市
内
ま
た

は
岡
垣
町
、
遠
賀
町
、

水
巻
町
、
芦
屋
町
、
北

九
州
市（
小
倉
南
区
と

門
司
区
を
除
く
）に
本

社
ま
た
は
営
業
所
が
あ

る
事
業
者

●
募
集
締
切　
８
月
22
日
月

少子化対策事業の公募
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２３４

　

市
役
所
の
耐
震
改
修
工

事
に
伴
い
、
市
役
所
本
庁

を
計
画
停
電
し
ま
す
。
そ

の
影
響
で
、
本
庁
シ
ス
テ

ム
本
体
が
停
止
す
る
た

め
、
西
部
出
張
所
で
の
住

民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書

発
行
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
窓
口
で
の
相
談
な
ど
は

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
８
月
27
日

土
・
終
日

西部出張所の発行業務の一時停止
●問合先　西部出張所　☎（２４４）１１１２

　

底
井
野
校
区
の
な
か
よ
し
号

の
運
行
開
始
を
受
け
、
９
月
30

日
で
な
か
っ
ぱ
さ
ん
号
の
運
行

を
終
了
し
ま
す
。

　
ハ
ピ
ネ
ス
送
迎
バ
ス
１
号
車
、

２
号
車（
パ
ン
ジ
ー
号
、
コ
ス
モ

ス
号
）は
、
10
月
以
降
も
運
行
し

ま
す
。

ハピネスなかま送迎バスの運行状況
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２７０

９月 30 日で運行が終了する３号車
「なかっぱさん号」。

送迎バスのパンジー号（左）とコスモス
号（右）。この２台は今後も運行続行。

　

10
月
か
ら
運
行
を
開
始
す
る

底
井
野
校
区
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

愛
称
は
「
な
か
よ
し
号
」
で
す
。

な
か
よ
し
号
の
名
前
は
、
底
井

野
小
学
校
の
児
童
が
考
え
て
く

れ
た
も
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
か
よ
し
号
を
買
い
物

や
通
院
な
ど
市
内
の
移
動
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
方
法　
運
行
す
る
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
電
話
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
の
電
話
番
号
や
運
行
時

刻
な
ど
を
掲
載
し
た
運
行
マ
ッ

プ
を
９
月
上
旬
ご
ろ
に
、
底
井

野
校
区
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

底井野校区に「なかよし号」誕生
●問合先　住宅都市交通対策課　☎（２４６）６１５５

10
月
か
ら
走
り
出
す「
な
か
よ
し
号
」

の
車
両
イ
メ
ー
ジ
。
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社会を明るくする運動７／１

罪を犯し更生の道を歩む人たちに対し、面談や就職先の
あっせんなどをすることで、社会復帰への支援を行ってい
る保護司会。この日は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人
の更生について理解を深め、地域の力を合わせることで、
安全で安心な犯罪のない社会を築こうと呼びかけを行いま
した。犯罪や非行のない地域を作るには、１人１人が考え、
それぞれの立場で関わる必要があります。

～立ち直りを支える地域の力～

ペットボトルロケットを飛ばそう

青少年育成市民会議の主催で行われた「ペットボトルロケッ
トを飛ばそう」に、25組 50人の親子が参加。自分たちで
持ち寄った大きなペットボトルを切り貼りし、ビニールテー
プで装飾を施し、オリジナルのロケットを作りました。そ
の後は、東小のグラウンドに場所を移して、ロケット飛ばし
大会を開催。1位の子は、推定飛距離 50ｍを記録し、大
歓声を浴びました。

７／ 23
～天までとどけ、僕のロケット～

世界遺産登録記念給食

昨年、７月５日に遠賀川水源地ポンプ室が世界文化遺産に
登録されたことを記念し、特別献立が小・中学校で振る舞
われました。給食を通じて世界遺産を知ろうと、大正時代
に官営八幡製鐡所で働く人の栄養補給のために生まれた
堅パンが提供されました。中間西小学校の１年生の教室に
は報道陣が訪れ、子どもたちは取材に答えたり、おいしく
食べる笑顔を見せたりと、とてもにぎやかな時間でした。

７／６
～「パリッ」「カリッ」っと心地いい音～

月形潔（1847 ～ 94）は、伊藤博文の命を受け、
集
しゅうちかん

治監（現在の刑務所）の初代典獄（所長）として
囚人たちとともに、未開の地であった北海道を開
拓。「開拓の祖」として知られる月形氏の姓が、北
海道の町名「月形町」として今に残っています。
その月形氏の記念碑が、故郷である中底井野の公
民館に建立されました。胸像を一目見ようと、中
間市はもちろん月形町からも人が押し寄せ、約
300人が式典に参加しました。
2012 年に月形町の櫻庭誠二町長が中底井野を訪
れたのを契機に、中間市ではそれまで知られてい
なかった月形氏の功績を学び伝えようと活動が始
まりました。櫻庭町長は、「4年前に中間市を訪れ
たときには、このような立派な胸像ができるとは
思わなかった。北海道と福岡県から月形氏の功績
を発信したい」と話しました。
また、月形潔生誕記念碑建設委員会の田中榮子委
員長は、「たくさんの功績を残した月形氏の存在を
形にし、いろんな人に知ってもらえることがうれ
しい」とその思いを聞かせてくれました。

月
つきが た

形潔
きよし

胸像　除幕式６／26
～130 年、1,400㎞をこえた功績～

世界の遠賀川に乾杯！

七夕の午後７時７分、「世界の遠賀川に乾杯！」と大きな声
が響きました。これは国土交通省が水辺を盛り上げようと、
全国各地の水辺で一斉に乾杯をするという企画の一環。
中間市では、遠賀川水源地ポンプ室の世界文化遺産登録
１周年をお祝いするために約90人が参加しました。乾杯
の後は、七夕にちなんで「ポンプ室をたくさんの人が訪れ
ますように」などと皆さんが願いごとを発表しました。

７／７
～タナバタイムは水辺で過ごそう～

同団体は地域に根差した活動を続け、常に中間市の活力
の１つでした。しかし、会員の高齢化や後継者不足から、
６月末でその歴史に幕を下ろすことになりました。この日行
われた小・中学校への図書券の寄贈も、毎年行われてき
た慈善活動です。「子どもたちに豊かな情操を養ってほしい」
という願いが込められたこの活動も今年で最後。寂しい限
りですが、その思いはきっと後世に引き継がれていきます。

国際ソロプチミスト中間６／30
～ 23年の歴史に幕～

１  待ちわびた除幕
の 瞬 間。 歓 喜 の
声が上がった。
２�写真左＝櫻庭町長
（月形町）と写真
右＝田中委員長
が月形潔の胸像
を前に固い握手
を交わす。胸像の
建設費 300 万円
は、中間市民・月
形町民からの寄
付や市の補助金
で賄った。

１

２

中間市とフレンドリータウン協定を結んでいるギラヴァン
ツ北九州が、底井野小学校でサッカー教室を行いました。
今回小学校を訪れたのは、背番号11を背負うミッドフィー
ルダーの井上翔太選手。２日前に公式戦を、前日には長崎
での強化試合を行ったばかりだという井上選手は、時折５・
６年生40人の元気に圧倒されながらも、プロのボールさ
ばきで子どもたちをきりきり舞いにしていました。

スクールギラヴァンツ７／５
～プロの選手からボールを奪え～
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視
覚
障
が
い
者
へ
の

生
活
訓
練

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

し
て
、
専
門
の
訓
練
士（
視
覚

障
害
生
活
訓
練
等
指
導
者
）と

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
日
常
生
活
に

必
要
な
訓
練
を
行
う
生
活
訓
練

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
訓
練
内
容（
例
）

〇
白
杖
を
使
用
し
て
、
自
立
し
て
歩
く
た

め
の
歩
行
訓
練

〇
視
覚
障
が
い
者
用
支
援
用
具（
パ
ソ
コ
ン

ソ
フ
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
な

ど
）の
使
用
訓
練

〇
自
宅
で
の
調
理
や
掃
除
の
訓
練
な
ど

訓
練
を
受
け
る
に
は

　

こ
の
生
活
訓
練
事
業
の
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
し
て
い
る
、
視
覚
障
が
い
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
す
。
訓
練
を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ず
は

福
祉
支
援
課
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
訓
練
士
と
面
接
を
行
い
、

日
常
生
活
上
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
困
っ

て
い
る
か
な
ど
を
伺
い
ま
す
。
そ
の
中
で

日
常
の
困
難
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
訓
練

で
改
善
し
て
い
く
か
を
考
え
、
実
際
に
訓

練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
１
歩
を
踏
み
出
そ
う

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
で
「
近
所
の
ス

ー
パ
ー
ま
で
１
人
で
歩
い
て
行
き
た
い
」、

「
白
杖
の
正
し
い
使
い
方
を
教
え
て
ほ
し

い
」、「
１
人
で
調
理
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
た
い
」、「
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
な
ど
日
常
生
活
を
送
る
う
え

で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
改
善
し
て

い
き
た
い
人
は
、
福
祉
支
援
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

視
覚
障
が
い
者
の
集
い

　

訓
練
を
実
際
に
受
け
て
い
る
人
や
専
門

の
訓
練
士
と
会
っ
て
相
談
し
た
い
、
視
覚

障
が
い
の
あ
る
人
が
普
段
ど
の
よ
う
に
生

活
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
話
が
聞
き
た
い

と
い
う
人
に
対
し
て
、
年
に
１
～
２
回
程

度
「
視
覚
障
が
い
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
経
験
者
な

ら
で
は
の
生
活
上
の
工
夫
な
ど
、
情
報
交

換
を
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
申
し
込
み
不

要
で
す
。
開
催
日
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

広
報
な
か
ま
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
視

覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
宅
に
開
催
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。

　

訓
練
の
申
込
方
法
や
詳
し
い
内
容
な
ど

は
、
福
祉
支
援
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。なかまで暮らそう

～ノーマライゼーション～
福祉支援課

☎（２４６）６２８２

� ノーマライゼーションとは、
「障がい者も健常者もすべての人が
一緒に暮らせる社会が当たり前だ」
という考え方のことです。

限
度
額
適
用
認
定
証
を
交
付
し
ま
す

　

１
か
所
の
病
院
で
の
医
療
費
が
高
額
に

な
る
場
合
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

病
院
に
提
示
す
る
と
、
支
払
額
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
人
は
、
収
入
に
関
係
な
く

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。
70
～
74
歳
の
人

は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
の
み
が
交

付
対
象
で
す
。
市
民
税
課
税
世
帯
の
人
は

保
険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
病
院
に
提
示

す
る
と
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
な
り
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
入
院
時
の
食
事

代
を
減
額
す
る
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
併
せ
て
交
付
し
ま
す
。

　

認
定
証
は
、
毎
年
８
月
に
更
新
で
す
。

認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
国
民
健
康
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
健
康
増
進
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
は
、
旧
た
だ
し
書
所
得

（
総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控

除
額
33
万
円
を
控
除
し
た
額
）

で
す
。

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

福 祉 の 輪
みんながつながる

知
っ
て
得
す
る
国
民
年
金

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
）は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

で
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
や
免

除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
で
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和

40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
限

り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

期
間
が
あ
る
人
は
追
納
が
オ
ス
ス
メ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
、

一
部
免
除
、
法
定
免
除
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

場
合
と
比
べ
て
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料

は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で

の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金

額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
て
い
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
が

年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

専
門
相
談
支
援
員
が

生
活
の
困
り
ご
と
を
解
決

　
市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会

福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
の
相
談
支
援
員
が
、

皆
さ
ん
の
相
談
を
伺
い
、
解
決
へ
と
導
い
て

い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
214
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
の
内
容
は
、「
生
活
が
苦
し
い
」「
借

金
を
何
と
か
し
た
い
」
と
い
っ
た
お
金
の

相
談
か
ら
、「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
履

歴
書
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
」、
と
い
っ

た
仕
事
の
相
談
、
そ
の
他
に
も
家
族
の
こ

と
や
介
護
の
相
談
な
ど
、
生
活
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

●
取
組
事
業

〇
自
立
相
談
支
援
事
業
…
生
活
の
困
り
ご

と
や
不
安
に
つ
い
て
、
専
門

の
相
談
支
援
員
が
支
援
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
相
談
者
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
問
題
の

解
決
を
図
り
ま
す

〇
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
…

離
職
な
ど
の
理
由
で
住
居
を

失
っ
た
人
、
失
う
恐
れ
が
あ

る
人
に
は
、
就
職
に
向
け
た
活
動
を
す

る
こ
と
を
条
件
に
、
一
定
期
間
家
賃
相

当
額
を
支
給
し
ま
す
。
生
活
の
土
台
と

な
る
住
居
を
整
え
た
上
で
、
就
職
に
向

け
た
支
援
も
行
い
ま
す

〇
就
労
準
備
支
援
事
業
…
「
離
職
期
間
が

長
い
」「
社
会
と
の
関
わ
り
に
不
安
が
あ

る
」「
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
と
れ
な
い
」
な
ど
の
不
安
が

あ
る
人
に
は
、
一
定
期
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
て
、
就
労
に
向
け
た
支
援
や
就

労
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す

〇
家
計
相
談
支
援
事
業
…
家
計
状
況
を「
見

え
る
化
」
し
、
根
本
的
な
課
題
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
家
計
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す

※
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
、
就
労
準
備

支
援
事
業
の
利
用
は
収
入
に
関
す
る
要
件

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
相
談
の
内
容
に
応
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽

に
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

相
談
セ
ン
タ
ー
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
出
張
相
談
も
可
能
で
す
。

所得要件 外来・入院

901 万円超 252,600 円
＋（総医療費－842,000円）×１％

600 万円超
901 万円以下

167,400 円
＋（総医療費－558,000円）×１％

210 万円超
600 万円以下

80,100 円
＋（総医療費－267,000円）×１％

210 万円以下 57,600 円

市民税非課税世帯 35,400 円

■70歳未満の人の自己負担限度額（月額）

所得区分 外来 入院

現役並み
所得 44,400 円 80,100 円

＋（総医療費－ 267,000 円）×１％

一般 12,000 円 44,400 円

低所得Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得Ⅰ 8,000 円 15,000 円

■ 70 ～ 74 歳の人の自己負担限度額（月額）

解決します
生活の困りごと

市民生活相談センター
☎（２４６）１０３０

※出張相談も可能です。相談は
要予約です。
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ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文や標語をとお
して、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

　「
気
持
ち
を
伝
え
る
言
葉
」

　
中
間
西
小
学
校
５
年　
井
上　
華

　

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
ふ
わ
ふ

わ
言
葉
と
と
げ
と
げ
言
葉
の
取
り

組
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
が
ん
ば
れ
」や「
あ
り
が
と
う
」

が
、
最
初
た
く
さ
ん
で
て
き
ま
し

た
。
し
だ
い
に
、「
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
」
な
ど
思
い
や
る
言
葉
が
ふ
え

て
き
ま
し
た
。
私
が
転
ん
だ
時
も

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」
と
声
を
か

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
友

だ
ち
が
筆
箱
を
落
と
し
て
、
え
ん

筆
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、
私
が

拾
っ
て
あ
げ
た
ら
、
に
こ
っ
と
し

て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
、
心
の
中
で
思

う
だ
け
で
な
く
声
に
だ
す
と
、
気

持
ち
が
伝
わ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
他
に
も
、「
じ
ょ
う
ず
」「
ナ

イ
ス
」
な
ど
た
く
さ
ん
見
つ
け
ま

し
た
。
私
も
算
数
の
時
間
、
自
分

か
ら
発
表
し
感
想
が
言
え
て
、
み

ん
な
か
ら
「
す
ご
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
う
れ
し
く
な
っ
て
自
信

が
も
て
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た

言
葉
だ
け
ど
こ
ん
な
言
葉
を
か
け

ら
れ
た
ら
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　

ぎ
ゃ
く
に
、
と
げ
と
げ
言
葉
を

使
う
と
、
相
手
が
い
や
な
気
持
ち

に
な
る
し
、
ケ
ン
カ
が
多
く
な
り

ま
す
。
と
く
に
、「
バ
カ
」と
か「
う

る
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
え
る

と
悪
い
ふ
ん
い
気
に
な
り
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
と
げ
と
げ
言
葉
を

な
ぜ
言
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
」

「
ど
う
し
た
ら
と
げ
と
げ
言
葉
が

へ
る
の
だ
ろ
う
」
と
考
え
合
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
自
分
で
努
力
し

て
い
つ
も
言
わ
な
い
よ
う
に
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
と
げ
と
げ
言
葉
は
、
相
手

が
い
や
だ
か
ら
こ
そ
使
わ
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
を
多

く
し
た
り
、
と
げ
と
げ
言
葉
を
言

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
注
意
し
た

り
、
み
ん
な
で
努
力
し
て
、
笑
顔

で
い
っ
ぱ
い
の
ク
ラ
ス
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
言
葉

に
気
を
つ
け
て
、
気
持
ち
を
伝
え

る
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

校
長
先
生
が
、「
み
な
さ
ん
が
、

『
あ
い
さ
つ
の
言
葉
が
出
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
』
と
地
い

き
の
方
々
か
ら
言
わ
れ
ま
す
。
今

年
は
、「
心
」
を
こ
め
て
言
え
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。「
ご
め
ん
ね
」
と
言

う
と
き
も
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
て

い
な
い
言
い
方
で
は
き
ち
ん
と
気

持
ち
が
伝
わ
ら
な
い
。
ち
ゃ
ん
と

相
手
の
目
を
見
て
気
持
ち
「
心
」

を
こ
め
て
言
う
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。

無
理
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

節
電
・
省
エ
ネ
「
夏
の
陣
」

　

今
夏
は
、
電
力
の
安
定
供
給
に

必
要
な
電
力
予
備
率
３
％
以
上
を

確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。
し
か

し
、
近
年
問
題
視
さ
れ
て
い
る
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
も
、
で

き
る
範
囲
で
の
節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
も

増
し
て
猛
暑
と
な
っ

て
い
ま
す
。
無
理
は

せ
ず
、
熱
中
症
に
は

十
分
気
を
付
け
て
節

電
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
。

節
電
に
有
効
な
３
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

■
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
① 

分
析
編

○
電
力
消
費
を
分
析
…
九
州
電
力

の
Ｈ
Ｐ
や
政
府
の
節
電
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
電
気
使
用
率
や
予
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
力
消

費
を
目
で
見
て
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う

○
検
針
票
を
分
析
…
検
針
票
に
は

当
月
使
用
量
の
ほ
か
、
昨
年
同

月
の
使
用
量
も
載
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
、
毎
年
の
使
用
量
を
比
較

し
て
傾
向
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

■
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
② 

実
践
編
～
初
級
～

○
エ
ア
コ
ン
は
28
℃
を
心
掛
け
る

…
頻
繁
に
電
源
の
オ
ン
オ
フ
を

繰
り
返
す
と
節
電
を
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
逆
に
電
力
を
消

費
し
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
と
扇
風

機
を
一
緒
に
使
う
と
設
定
温
度

の
下
げ
過
ぎ
を
防
げ
ま
す
。
ま

た
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
こ
ま
め
に

掃
除
し
た
り
、
よ
し
ず
や
す
だ

れ
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
日

差
し
を
和
ら
げ
る
と
冷
房
効
果

が
高
ま
り
ま
す
。

○
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を「
中
」に

し
、
扉
の
開
閉
時
間
を
減
ら
す

○
不
要
な
照
明
は
こ
ま
め
に
消
す

○
長
時
間
使
わ
な
い
家
電
は
プ
ラ

グ
を
抜
い
て
待
機
電
力
を
カ
ッ
ト

■
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
③ 

実
践
編
～
上
級
～

○
省
エ
ネ
家
電
に
買
い
替
え
る
…

最
新
の
冷
蔵
庫
は
10
年
前
の

型
と
比
べ
て
省
エ
ネ
性
能
が
約

68
％
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
家

電
製
品
の
省
エ
ネ
情
報
は
「
統

一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
」
で
表
示
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、「
省
エ
ネ
型

製
品
情
報
サ
イ
ト
」
や
メ
ー
カ

ー
の
サ
イ
ト
で
も
確
認
で
き
ま

す
。
家
電
の
買
替
を
検
討
す
る

と
き
は
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ　
番
外
編

　

電
力
消
費
が
ピ
ー
ク
に
な
る
昼

間
は
、
図
書
館
や
博
物
館
な
ど
の

公
共
施
設
や
商
業
施
設
を
利
用
し

て
電
力
使
用
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

や
っち

ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０

平成28年度のもえるごみの搬入量は、対27年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

28 年度 27 年度 前年当月比 増減率

６月 911,920㎏ 953,040㎏ △ 41,120㎏ △ 4.3％

累計 2,848,960㎏ 2,893,100㎏ △ 44,140㎏ △ 1.5％

　盛岡藩士大島高
たかとう

任の指導により、鉄鉱石を使った西洋
式の高炉技術を導入し、鉄の連続生産に成功した証拠を
示すものです。那

な か み な と

珂湊にあった水戸藩の反射炉に大砲用
の銑鉄を供給するため盛岡藩によって建設されました。
　３つの高炉のほか、鉄鉱石の採掘場跡や運搬路跡など
の関連する遺跡があり、当時は総称して橋野鉄鉱山と呼
ばれていました。橋野鉄鉱山は、西南雄藩を中心とした
西洋技術の導入と強いつながりを持ち、のちの八幡製鐵
所の完成に至る近代製鉄の流れの発端となりました。

橋野鉄鉱山

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う 遠賀川水源地ポンプ室の世界遺産

仲間を紹介します。

●場 所　岩手県釜石市橋野町第２地割15番ほか
●問 合 先　釜石市総務企画部世界遺産室
　☎０１９３（２２）８８４６
●アクセス
�　JR 釜石駅から車で約 50 分
※採掘場跡と運搬路跡は一般公開していません。

統一省エネラベルの例。

■
事
例
１

　
「
無
料
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し
て

い
る
業
者
を
呼
び
止
め
、
廃
品

回
収
を
依
頼
し
た
。
作
業
前
に
、

無
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

が
、
不
用
品
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
終
え
た
と
た
ん
に
６
万
円

を
請
求
さ
れ
た
。
話
が
違
う
と

抗
議
し
た
が
、「
回
収
代
金
は

無
料
だ
が
、
積
み
込
み
料
金
は

発
生
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。
し

つ
こ
く
請
求
さ
れ
た
の
で
、
仕

方
な
く
手
持
ち
の
１
万
円
だ
け

支
払
っ
た
。
領
収
証
も
な
い
し
、

業
者
の
住
所
や
電
話
番
号
も
わ

か
ら
な
い
。

■
事
例
２

　

不
要
に
な
っ
た
エ
レ
ク
ト
ー

ン
を
無
料
で
回
収
し
て
く
れ
る

と
言
う
の
で
依
頼
し
、
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
た
直
後
、「
布
団
の
購

入
が
必
要
条
件
」と
言
わ
れ
困

惑
。
買
わ
な
い
の
な
ら
エ
レ
ク

ト
ー
ン
を
自
力
で
下
ろ
せ
と
言

わ
れ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
「
無
料
回
収
」
を
う
た
っ
て

巡
回
を
し
て
い
る
業
者
に
依
頼

す
る
と
、
積
み
込
み
時
に
料
金

を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　

粗
大
ご
み
や
不
用
品
の
処
分

は
、
市
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。
処
分
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る

と
き
は
、
環
境
保
全
課
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

は
市
町
村
の
許
可
を
受
け
た
事

業
者
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
安
易
に
廃
品
処
分
を
依

頼
す
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

「無料」のはずが６万円
廃品回収サービスのトラブル

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部
を紹介します。
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History

人であふれかえる市制施行を祝うパレード（昭和町）

第 54 回

　

明
治
22
年
、
市
町
村
制
が
施
行
さ

れ
、
近
代
的
な
地
方
自
治
体
が
各
地

で
誕
生
し
ま
す
。「
明
治
の
大
合
併
」

で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
遠
賀
郡
中
間
村
、

岩
瀬
村
が
合
併
し
て
長
津
村
に
、
遠

賀
郡
中
底
井
野
村
、
上
底
井
野
村
、

垣
生
村
、
鞍
手
郡
下
大
隈
村
が
合

併
し
て
底
井
野
村
に
な
り
ま
す
。
こ

の
と
き
、
町
村
名
の
選
定
が
行
わ

れ
、
長
津
村
は
日
本
書
紀
に
記
述
さ

れ
る
「
長
津
宮
」
が
岩
瀬
村
に
あ
っ

た
と
の
故
事
来
歴
に
よ
り
決
定
し
ま

し
た
。
な
お
、「
遠
賀
郡
誌
」
に
よ

る
と
明
治
22
年
の
底
井
野
村
の
人
口

は
２
、
５
２
２
人
、
長
津
村
は
２
、

１
８
１
人
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
炭
産
業
の
活
況
に
よ

り
大
正
11
年
の
長
津
村
の
人
口
は

１
４
、４
０
１
人
と
な
り
、
町
制
が

施
行
さ
れ
長
津
町
が
誕
生
し
ま
す
。

た
だ
、
長
津
宮
の
所
在
地
に
関
し
て

学
者
の
中
か
ら
異
論
が
提
起
さ
れ
た

た
め
、
大
正
13
年
に
長
津
町
は
中
間

町
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
６
年
に
な
る
と
中
間
町
と
底

井
野
村
の
合
併
話
が
持
ち
上
が
り
ま

す
。
そ
の
後
、
昭
和
７
年
の
底
井
野

村
会
に
お
い
て
底
井
野
村
の
中
間

町
へ
の
編
入
が
可
決
さ
れ
、
人
口

２
１
、３
９
０
人
を
有
す
る
新
し
い

中
間
町
が
誕
生
し
ま
す
。

　

昭
和
33
年
に
は
、４
４
、６
７
０

人
の
人
口
を
有
す
る
中
間
町
が
福

岡
県
下
20
番
目
の
「
市
」
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

知られざる中間の歴史を
ひも解きます。
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下
野 

惠
助
選

短 

歌

賑
や
か
な
加
勢
も
ら
ひ
て
麦
を
刈
る

　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮　

﨑　

サ
カ
エ

青
紫し

そ蘇
の
こ
ぼ
れ
苗
と
て
誰だ

れ

か

れ彼
に

　
　
　

上
底
井
野	
島　

津　

貞　

子

母
の
日
の
母
に
汁
椀
ひ
と
つ
買
ふ

　
　
　

通
谷
一
丁
目	

石　

松　

梅　

子

鶯
う
ぐ
い
す

の
一
声
な
れ
ど
楽
し
か
り

　
　
　

中
鶴
一
丁
目	

平　

野　

静　

子

あ
ぢ
さ
ゐ
の
淡
し
と
言
う
て
供く

げ華
に
剪き

る

　
　
　

土
手
ノ
内
二
丁
目	

小　

田　

敏　

子

木
葉
句
会

俳 
句

上
り
坂
汗
の
数
だ
け
幸
掴
む

　
　
　

中
間
三
丁
目	

花　

川　

民　

子

し
の
び
寄
る
肌
の
乾
き
が
加
速
す
る

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

大　

住　

久　

子

胃
の
痛
み
許
し
て
あ
げ
て
軽
く
な
る

　
　
　

弥
生
二
丁
目	

永　

石　

ス
ミ
子

青
葉
萌
え
虫
も
に
っ
こ
り
動
き
出
す

　
　
　

中
間
三
丁
目	

宮　

川　

佳　

子

私
が
俺
に
戻
れ
る
家
が
あ
る

　
　
　

太
賀
四
丁
目	

和　

田　

澄　

雄

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
風
の
ご
と
わ
が
前
顕た

ち
て
去
り
て
行
く
夜
を
通
し
て
語
り
た
き
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
三
丁
目	

掛　

田　

清　

香

労
い
の
言
葉
が
あ
れ
ば
頑
張
れ
る
明
日
が
見
え
な
い
老
老
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
二
丁
目	

山　

下　

純　

子

熊
本
城
地
震
の
あ
り
て
無
残
な
り
清
正
公
の
嘆
き
ぞ
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

断だ

ん

し

ゃ

り

捨
離
の
品
に
加
え
し
日
記
帳
残
し
た
く
な
い
ペ
ー
ジ
多
々
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
生
二
丁
目	

吉　

田　

千　

歳

数あ

ま

た多
な
る
蚕
の
い
の
ち
響
き
合
ひ
今
日
調
ひ
し
婚
礼
衣
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
四
丁
目	

隈　

井　

景　

子

体育の時間
スポーツで輝く人やチームのほか、市内や周辺地域で開催される
スポーツイベントなどを紹介します。

なかまっ子陸上教室

触れてみて、やってみて、見てみて、興味を持とう

中
間
市
合
併
の
歴
史

～
町
名
、
村
名
の
変
遷
～

注
目
の
本

特
集
展
示　
　
　
　
　
　
　

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

　
８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
。

今
あ
た
り
ま
え
に
あ
る
平
和

な
暮
ら
し
は
、
ど
ん
な
過
去

と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。
今

一
度
、
戦
争
に
つ
い
て
、
平

和
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

絵
本
原
画
展

　

木
版
画
を
中
心
と
し
た
絵

本
を
作
成
し
て
い
る
、
山
福

朱
実
さ
ん
の
「
ヤ
マ
ネ
コ
毛

布
」の
原
画
展
を
行
い
ま
す
。

●
期

日　
８
月
10
日
水

～
19
日
金

　

ふ
る
さ
と
中
間
の
水
彩
画
展

　

市
内
各
所
を
表
現
し
た
水

彩
画
の
作
品
展
示
で
す
。

●
期

日　
８
月
20
日
土

～
10
月
13
日
木

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
会

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
夏

の
星
座
を
眺
め
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
８
月
27
日
土・

14
時
～
15
時

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
・
先
着
順

　
読
書
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

図
書
館
の
本
を
読
ん
で
、

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
参
加

賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
本
を
た

く
さ
ん
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

●
期

間　
8
月
30
日
火

ま
で

※
参
加
賞
の
受
け
取
り
は
９

月
25
日
日
ま
で
で
す
。

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　８月15日月、22日月、
29日月、31日水、９月５日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

希望荘
（一般書）

宮部みゆき・著

家族と仕事を失った杉村三郎
は、東京都北区に私立探偵事
務所を開業した。ある日、亡
き父が残した「人を殺した」と
いう告白を調査してほしいと
の依頼があり…。

とらねことらたとなつのうみ

海に行ったことがないとら猫のと
らたのために、海と船と魚の絵
を描いてあげたチイばあちゃん。
すると、とらたが絵の中に入って
しまい、いつの間にかチイばあ
ちゃんも船の上に立っていて…。

広瀬弦・絵　あまんきみこ・作

（児童書）

　なかま元気スポーツクラブで「な
かまっ子陸上教室」を行いました。
　中間高校のグラウンドで、棒高跳
びに初挑戦。棒高跳びは、4ｍのグ
ラスファイバーなどを素材にした棒
を使いますが、小学生たちには長す
ぎるので、竹を使ったお手製の3ｍ
のオリジナルの棒を使用しました。
　陸上競技である一方、器械体操

の要素があるという棒高跳びに親し
んでもらいたいと発案したのは、こ
の教室の指導を受け持つ中間高校の
上
こうづま

妻厚
ひろあき

紹先生です。棒高跳びに限ら
ず、子どもたちにはさまざまな経験
を積んで、大きな夢を持ってほしい
と、教室ではいろいろな陸上競技に
挑戦しています。興味がある人は、
お問い合わせください。

●問 合 先　なかま元気スポーツクラブ事務局
　☎０９３（２４６）２８０１

問 合 先　生涯学習課
　☎（２４６）６２２４
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食
事
と
高
血
圧
症

血
圧
が
高
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

高
血
圧
が
続
く
と
血
管
に
負
担

が
か
か
り
、
傷
つ
き
や
す
く
な
る
の

で
、
動
脈
硬
化
が
進
み
ま
す
。
動

脈
硬
化
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
の
予
防
・
改
善
方
法

　

高
血
圧
を
予
防
・
改
善
す
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
主
に
次
の
５
つ
で
す
。

①
適
正
体
重
の
維
持

②
塩
分
控
え
め
の
食
事

③
禁
煙

④
節
酒

⑤
ス
ト
レ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

そ
の
中
で
も
、
特
に
効
果
が
大

き
い
の
は
、
適
正
体
重
の
維
持
と
塩

分
控
え
め
の
食
事
で
す
。
食
事
の

見
直
し
や
運
動
で
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

体
に
も
血
管
に
も
や
さ
し
い
食

事
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
9
月
6
日
火
・
10

時
～
正
午（
受
付
は
9
時
30
分
～
）

●
内

容 

栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習

●
参
加
料　
400
円

●
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
健
康

手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
メ
ー
ル

※
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連

絡
先
、
講
座
名
が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
日　
８
月
30
日
火

※
31
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
当

日
欠
席
は
、
参
加
料
400
円
を
頂
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

65
歳
か
ら
の
カ
ラ
ダ
づ
く
り
教
室

（
第
２
期
）

　

運
動
は
し
た
い
け
ど
、
何
を
し

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
人
を
対
象
に
、
楽
し
く
体
を
動

か
す
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
９
月
14
日
、
28
日
、

10
月
12
日
、
26
日
・
10
時
～
11

時
30
分（
受
付
は
９
時
30
分
～）

※
い
ず
れ
も
水
曜
日
で
す
。

●
対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
民

で
同
教
室
に
初
参
加
の
人

※
原
則
全
て
の
日
程
に
参
加
で
き

る
人
で
す
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

や
介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
て
い

る
人
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
医

師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受
け

て
い
る
な
ど
の
健
康
状
態
に
よ
り
、

参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
定

員　
30
人
・
先
着
順

●
内

容　
健
康
運
動
指
導
士

な
ど
に
よ
る
タ
オ
ル
体
操
、
ヨ

ガ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

●
申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
参
加
登
録
に
必
要
な
問
診
を
行

い
ま
す
。

●
申
込
期
間　
８
月
12
日
金
～
31

日
水
・
先
着
順

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

中間市食生活改善推進会の監修
により、体に優しいレシピを紹
介しています。

今月のレシピ

なすの豚肉巻き

Nakama's
キッチン

９月の子育てカレンダー
２日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
５日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30
６日火 わんぱく広場 10:00 ～ 11:30

８日木 ２歳６か月児フッ素塗布
２歳児歯科健診

受付12:45 ～ 13:00
受付13:00 ～ 13:30

11日日 両親学級 10:00 ～ 12:00
14日水 ７か月・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
15日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
29日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
応募は広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

英・中・韓・仏・土・亜が学べます

　市内の小学校で、9 月から始
まる「放課後イングリッシュスクー
ル」を運営するのは、英語のほか、
中国語やトルコ語、アラビア語な
ど多言語を指導する「NPO 法人
ハートフル・プロ」です。
　グローバル化社会に対応でき
る人材の育成を目指す市と、外
国語を通じて地元に根付いた活
動を行うハートフル・プロが協力
して、子どもたちの無限にある可
能性を広げていきます。
　マネージャーの山本さんは、「英
語に触れることで、もっと海外に
目を向け、広い視野を持ってもら
いたい」と話します。

　ハートフル・プロでは、子ども
に限らず、どなたでも外国語を学
べますので、興味がある人はぜ
ひ問い合わせてください。
　外国語を学んだ先には、まだ
見ぬ世界が待っているはずです。

ＭＥＭＯ

〒809-0022
鍋山町1-1グリーンハイツ１階
☎093（243）3719
営業時間　12:00～ 21:00
定休日　日曜日、祝日
放課後イングリッシュスクールの申
し込みは各小学校でしてください。

ＮＰＯ法人　ハートフル・プロ

①　�なすはへたを取って縦４つ割にする。Ａは混ぜ合わせておく。

③　�フライパンにサラダ油を熱し。②を入れて転がしながら焼く。なすが柔ら
かくなったらＡを加え煮絡める。

②　�豚肉を１枚ずつ広げてなすに巻きつけ、小麦粉をまぶす。

作り方

豚薄切り肉…６枚（180g）、なす…1.5 本
（150g）、小麦粉…適量、サラダ油…大さじ
１、白ごま大さじ １／２
Ａ [ 砂糖…大さじ １／２、しょうゆ…小さじ １／２、
味噌…大さじ１、酒…大さじ１、水…大さじ１]

材料（２人分）

エネルギー：370㎉
食塩：1.4g

④　器につけあわせの野菜と一緒に盛り、白ごまを振る。

今月のテーマ

高
脂
血
症
と
は

　
血
液
中
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
あ

る
い
は
中
性
脂
肪
が
増
加
し
た
病

態
を
い
い
ま
す
。
最
近
は
、
血
液
中

の
脂
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と

を
包
括
的
に
脂
質
異
常
症
と
も
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

血
液
中
の
脂
質
と
し
て
、
中
性

脂
肪
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
も
称
さ

れ
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
昇
に
伴
い
、

動
脈
硬
化
性
疾
患（
心
筋
梗
塞
、
脳

梗
塞
、
末
梢
動
脈
）の
発
症
率
や
死

亡
率
が
増
加
し
ま
す
。

分
類

　
高
脂
血
症
は
原
発
性
高
脂
血
症

と
続
発
性
高
脂
血
症
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
原
発
性
高
脂
血
症
に
は
、
遺

伝
的
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

上
昇
す
る
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
が
あ
り
ま
す
。
続
発
性
高

脂
血
症
に
は
、
甲
状
腺
疾
患
、
副

腎
疾
患
、
閉
経
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
に

よ
る
も
の
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
腎
疾

患
、
肝
疾
患
、
飲
酒
と
い
っ
た
代
謝

性
疾
患
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

高
脂
血
症
の
家
族
歴
、
大
血
管

障
害
の
既
往（
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞

な
ど
）、
食
生
活
、
運
動
習
慣
と
い

っ
た
問
診
と
身
体
所
見
、
検
査
所
見

か
ら
原
発
性
か
続
発
性
か
を
診
断

し
ま
す
。
多
く
は
続
発
性
高
脂
血

症
で
す
が
、
治
療
を
始
め
て
も
改
善

し
な
い
場
合
は
原
発
性
高
脂
血
症

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

女
性
は
閉
経
す
る
こ
と
で
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
が
低
下
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
合
成
が
進
み
上
昇
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

治
療

　
治
療
の
目
標
は
動
脈
硬
化
疾
患

の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
、
年
齢
、
性
別
、
糖
尿
病
・

非
心
原
性
脳
梗
塞
・
末
梢
動
脈
疾

患
な
ど
の
既
往
の
有
無
に
よ
っ
て
リ

ス
ク
を
層
別
化
し
ま
す
。
一
次
予
防

（
動
脈
硬
化
疾
患
の
発
症
を
予
防
）と

二
次
予
防（
再
発
を
予
防
）で
具
体
的

な
脂
質
管
理
目
標
値
が
異
な
り
ま

す
。
一
次
予
防
で
は
ま
ず
食
事
や
運

動
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
を
行

い
、
二
次
予
防
で
は
再
発
予
防
の
た

め
の
厳
格
な
目
標
値
を
定
め
て
生

活
習
慣
の
是
正
を
行
い
な
が
ら
薬

物
療
法
を
考
慮
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
に
は
、
禁
煙
、

体
重
の
是
正
、
食
事
療
法
、
節
酒
、

運
動
が
推
奨
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
み
で

改
善
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
ま
た

血
液
検
査
の
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、

頸
動
脈
エ
コ
ー
や
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

で
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
評
価
を
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
健
康
診
断
で
指

摘
さ
れ
た
際
は
ま
ず
受
診
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

高脂血症

中間市立病院内科

川
か わ ぐ ち

口 真
ま ゆ こ

悠子 医師

医
療
講
座この記事に関するご相談は、

市立病院にお問い合わせください
☎（２４５）０９８１

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。

広報なかま７月号の医療講座で紹介した医師の氏名が誤っていました。
正しくは、「寳地 信介（ほうち のぶすけ）」医師です。お詫びして訂正します。お詫びと訂正

第
107
回
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普
通
救
命
講
習
会

　
市
内
在
住
・
通
勤
・
通
学
者
を

対
象
に
普
通
救
命
講
習
会
を
年
２

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
自
治
公
民
館
や

事
業
所
な
ど
を
対
象
と
し
た
応
急

手
当
講
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、

気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

イ
ベ
ン
ト

中
央
公
民
館
講
座

　

イ
チ
か
ら
の
ゴ
ス
ペ
ル

　

大
勢
で
歌
い
仕
事
や
日
常
の

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

●
日

時　
８
月
29
日
、
９
月

12
日
、
26
日
、
10
月
３
日
、
17

日（
全
５
回
）・
10
時
30
分
～
正
午

※
い
ず
れ
も
月
曜
日
で
す
。

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
参
加
料　
900
円（
教
材
費
）

●
講

師　
新
藤
ま
ゆ
み
さ
ん

（
新
藤
音
楽
研
究
所
所
長
）

●
定

員　
20
人（
先
着
順
）

　
ｍ
ｅ
ｎ′
ｓ
キ
ッ
チ
ン

　
楽
し
く
調
理
し
、
季
節
感
あ
ふ

れ
る
料
理
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
９
月
３
日
、17
日
、

10
月
１
日
、
15
日（
全
4
回
）・

10
時
～
13
時

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
で
す
。

●
会

場　
中
央
公
民
館

●
材
料
費　
２
、０
０
０
円（
４

回
分
）

※
欠
席
に
よ
る
材
料
費
の
返
還

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
講

師　
中
島
美
和
子
さ
ん

（
中
間
市
食
生
活
改
善
推
進
会

会
長
）ほ
か
６
人

●
定

員　
18
人

　

親
子
ス
ペ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ

　
星
空
を
観
て
、
星
座
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
９
月
の
惑
星
、
木

星
、
土
星
が
観
ら
れ
ま
す
。

●
日

時　
９
月
９
日
金
、
13

日
火
・
18
時
30
分
～
20
時
30
分

●
場

所　

 

底
井
野
小
学
校

●
定

員　

親
子
12
組（
小
学

生
以
上
と
保
護
者
24
人
程
度
）

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

〇
公
民
館
窓
口（
要
返
信
用
は
が
き
）

〇
Ｆ
Ａ
Ｘ（
返
信
用
℻
番
号
明
記
）

〇
メ
ー
ル

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

●
必
要
事
項　

住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号

●
申
込
締
切　
８
月
19
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
℻（
２
４
６
）０
２
７
７

〇
メ
ー
ル
…

　

kouminkan@city.nakama.lg.jp

親
子
で
作
る
和
と
じ
手
帳

　

伝
統
的
な
和
と
じ
の
歴
史
を

学
び
な
が
ら
、
実
際
に
親
子
で

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
８
月
27
日
土
・
13

時
～
15
時
30
分

●
対

象　
小
学
校
４
年
生
～

中
学
校
３
年
生
と
保
護
者

●
定

員　
20
組（
抽
選
）

●
参
加
料　
無
料

●
講

師　
倉
本
優
子
准
教
授

（
福
岡
女
子
短
期
大
学
）

●
申
込
締
切　
８
月
16
日
火
必
着

●
場

所　
福
岡
共
同
公
文
書

館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
一
丁
目

３
‐
１
）

※
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
共
同
公

文
書
館

　
☎
０
９
２（
９
１
９
）６
１
６
６

お
知
ら
せ

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

救
急
医
療
業
務
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
と
知
識
を
深
め
る
た
め
に
、

９
月
４
日
～
10
日
を
「
救
急
医
療

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

■
救
急
車
の
正
し
い
利
用
方
法

　

救
急
件
数
は
近
年
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
27
年
中
は
消
防
署

で
は
２
、４
８
９
人
の
患
者
を
医

療
機
関
に
搬
送
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
市
民
の
18
人
に
１
人
が
救
急
車

を
利
用
し
た
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
う
ち
約
30
％
は
、

「
入
院
の
必
要
な
し
」
と
診
断
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
救
急
車
は

３
台
で
す
。
こ
れ
を
上
回
る
救
急

要
請
が
同
時
に
あ
っ
た
場
合
、
救

急
車
が
現
場
へ
到
着
す
る
の
が
大

幅
に
遅
れ
ま
す
。
本
当
に
必
要
な

人
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

熱
中
症
に
注
意

　
熱
中
症
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補

給
や
部
屋
を
涼
し
く
す
る
こ
と
、

適
度
な
休
憩
、
栄
養
を
摂
る
こ
と

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢

者
や
子
ど
も
は
熱
中
症
に
な
り
や

す
く
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

は
か
り
の
定
期
検
査

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
定
期
検
査

を
行
い
ま
す
。
は
か
り
を
取
引
や

証
明
に
使
用
し
て
い
る
人
は
必
ず

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
９
月
12
日
月
～
13

日
火
・
10
時
～
15
時（
正
午
～

13
時
を
除
く
）

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
検
査
対
象　
商
店
や
事
業
所
で

取
引
や
証
明
用
に
使
用
し
て
い

る
「
は
か
り
・
分
銅
・
お
も
り
」

※
大
型
の
は
か
り（
秤
量
が
300
㎏

を
超
え
る
も
の
）の
検
査
、
手
数
料

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
県
計
量
協
会

　
☎
０
９
２（
９
３
９
）２
９
４
５

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉

給
付
金
（
前
期
４
～
９
月
分
）

　

就
労
な
ど
の
た
め
17
時
以
降
、

月
に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
受
け

て
い
る
人(

身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者)

が
対
象
で
す
。
所
得
制
限

等
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

●
支
給
額　
月
額
２
、０
０
０
円

●
申
請
締
切
日　
９
月
30
日
金

●
申
請
先　
福
祉
支
援
課

●
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所

　
☎（
２
０
１
）４
１
６
２

救
急
車
？
病
院
？

迷
っ
た
ら
＃
を
押
し
て
７
１
１
９

　

看
護
師
が
相
談
者
の
症
状
な

ど
か
ら
そ
の
緊
急
度
を
判
断
し
、

必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
の
受
診

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
救
急
医
療
に
対
す
る
不
安
解

消
や
救
急
搬
送
の
適
正
化
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　
県
医
療
指
導
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
７
３

募
集

第
２
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

願
書
と
受
験
案
内
は
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　
11
月
６
日
日
・

九
州
共
立
大
学（
八
幡
西
区
自

由
ケ
丘
１
‐
８
）

※
そ
の
ほ
か
の
場
所
は
消
防
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
試
験
の
種
類
・
受
験
料

○
甲
種
…
５
、０
０
０
円

○
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

○
丙
種
…
２
、７
０
０
円

●
申
込
方
法
・
申
込
期
間

〇
郵
送
…
８
月
23
日
火
～
９
月
６

日
火

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
８
月
20
日

土
～
９
月
３
日
土

〇
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp

●
申
込
先　
（
一
財
）消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
（
〒
812
‐

０
０
３
４
・
福
岡
市
博
多
区

下
呉
服
町
１
‐
15
）

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

消
防
設
備
士
講
習

　

法
令
で
定
め
る
期
間
に
受
講
し

な
い
場
合
、
免
状
返
納
を
命
じ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
受
講
対
象
者　
消
防
設
備
士
免

状
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
次

の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

〇
平
成
26
年
度
に
消
防
設
備
士
免

状
の
交
付
を
受
け
た
人

〇
平
成
23
年
度
に
前
回
の
講
習
を

受
け
た
人

〇
受
講
し
て
い
な
い
人

●
講
習
区
分
・
日
時

〇
消
火
設
備（
甲
乙
一・
二・
三
）・

９
月
７
日
水
、
８
日
木

〇
警
報
設
備（
甲
乙
四
・
乙
七
）・

９
月
９
日
金
、
12
日
月

〇
避
難
設
備
、
消
火
器（
甲
乙
五
・

乙
六
）・
９
月
13
日
火
、
14
日
水

●
場

所　
北
九
州
市
立
大
学

（
小
倉
南
区
北
方
四
丁
目
２
‐

１
）

●
受
付
期
間　
７
月
19
日
火
～
８

月
19
日
金

●
受
講
料　
１
つ
の
講
習
区
分

に
つ
き
７
、０
０
０
円

●
問
合
先　
福
岡
県
消
防
設
備

安
全
協
会

　
☎
０
９
２（
７
２
２
）１
２
６
５

女
性
向
け
創
業
相
談
会

　
県
で
は
、
創
業
を
目
指
す
女
性

や
創
業
し
て
間
も
な
い
女
性
を

対
象
に
、
相
談
会
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
女
性
の
中
小
企
業
診

断
士
が
、
創
業
・
起
業
で
直
面
す

る
課
題
の
相
談
に
個
別
に
対
応

し
ま
す
。

●
９
月
の
日
時　
９
月
14
日
水
・

９
時
～
17
時（
要
予
約
）

●
相
談
員　
中
小
企
業
診
断
士・

齊
藤
久
美
先
生

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
中
間

商
工
会
議
所

　
☎（
２
４
５
）１
０
８
１

行
政
書
士
試
験

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し

込
み
も
可
能
で
す
。

●
期

日　
11
月
13
日
日

●
場

所　
福
岡
工
業
大
学（
福

岡
市
東
区
和
白
東
三
丁
目
30
‐
１
）

●
試
験
案
内
配
布
期
間

○
郵
送
配
布
…
８
月
26
日
金
ま
で

○
窓
口
配
布
…
９
月
２
日
金
ま
で

●
試
験
案
内
配
布
方
法

○
郵
送
請
求

〇
窓
口
配
布
…
福
岡
県
庁（
県
民

情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
支
援

課
）、
地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ

ー
お
よ
び
福
岡
県
行
政
書
士
会

●
願
書
受
付
期
限　
９
月
２
日
金

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し

込
み
は
８
月
30
日
火
・
17
時
ま

で
で
す
。

●
試
験
案
内
請
求
・
問
合
先　
行

政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
３（
３
２
６
３
）７
７
０
０

〇
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://gyosei-shiken.or.jp

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

　

中
堅
期
コ
ー
ス

　

中
堅
訪
問
看
護
師
と
し
て
専

門
的
な
看
護
実
践
能
力
を
高
め
、

後
輩
の
育
成
な
ど
の
役
割
を
担

う
た
め
の
研
修
で
す
。

●
期

日　
10
月
12
日
水
、
18

日
火
、
11
月
１
日
火
の
３
日
間

●
対
象
者　
訪
問
看
護
に
従
事

し
て
３
～
５
年
未
満
の
看
護
職

●
応
募
締
切　
９
月
２
日
金

　

管
理
者
等
コ
ー
ス

　

高
品
質
で
安
全
・
安
心
な
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
方
法
を
学
ぶ
研
修
で
す
。

●
期

日　
11
月
９
日
水
、
16

日
水
、
22
日
火
の
３
日
間

●
対
象
者　
訪
問
看
護
従
事
経

験
５
年
以
上
の
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
管
理
者

●
応
募
締
切　
９
月
30
日
金

　

い
ず
れ
も

●
時

間　
９
時
30
分
～
16
時

30
分

●
場

所　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福

岡（
福
岡
市
東
区
馬
出
四
丁
目

10
‐
１
）

●
募
集
人
数　
30
人

●
参
加
料　

１
日
４
、０
０
０

円（
資
料
代
な
ど
）

●
問
合
先　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

　

受
講
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、活
動
で
き
る
人
が
対
象
で
す
。

　

IT
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
習
会

　

移
動
の
困
難
な
在
宅
の
障
害

者
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
情
報
機
器

の
利
用
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

●
日

時　
９
月
７
日
～
10
月

５
日
の
毎
週
水
曜
日
・
10
時
30

分
～
15
時
30
分

●
定

員　
15
人（
先
着
順
）

●
対
象
者　
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン

が
あ
り
現
在
使
用
し
て
い
る
人

　

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成

　

研
修
会

　

盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
移
動
支
援
の
た
め
の

通
訳
介
助
員
を
養
成
し
ま
す
。

●
日

時　
９
月
～
12
月
の
間

の
土
日（
全
９
回
）・
10
時
～
16
時

●
定

員　
40
人（
先
着
順
）

●
対
象
者　
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
が
対
象
と
認
め
た
人
ま

た
は
、
手
話
、
点
訳
、
朗
読
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に
従
事

す
る
人

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
受
講
料　
無
料

●
問
合
先　
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）６
０
６
７
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わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、メールで応募してください。
● 必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メッセ

ージ（50 ～ 70 字）
● 応募・問合先　広報広聴係（〒 809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

5 月 累計
件 数 20 件 122 件
死 者   0 人   0 人
負傷者 30 人 176 人

５月 累計
建 物 1 件 4 件
林 野 0 件 0 件
車 両 0 件 0 件
その他 0 件 1 件
件 数 1 件 5 件

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

■火災発生件数■

■交通事故発生件数■

■人の動き■
平成 28 年 6 月末現在（前月比）

○人 口…42,979 人（－ 69）
○ 男 …20,006 人（－ 32）
○ 女 …22,973 人（－ 37）
○世帯数…20,477 世帯（－ 14）

平成 28 年 5 月末現在

１歳になり、あっという間に背も
伸びて歩くのも上手になってきた
ね。これからも、元気いっぱいす
くすく育ってね！

H27.4.20 生　（蓮花寺三丁目）
坂
さ か た

田 幸
ゆきまさ

政ちゃん

いつも我が家の中心的な存在で
す！大きくなっても、優しく大き
な心をもった人に育ってね！

H28.1.14 生　（中間四丁目）
仰
お お ぎ

木 大
ひろひさ

久ちゃん

いつもニコニコで元気に動き回る
熙人。おねえちゃん達と仲良く大
きくなってね。

H26.8.16 生　（通谷六丁目）
古
こ が

賀 熙
ひ ろ と

人ちゃん

毎日元気で cute な葵♡たくさん
遊んですくすく育ってね！

H27.9.13 生　（岩瀬三丁目）
今
いまなが

長 葵
あおい

ちゃん

有
料
広
告
欄

募
集

中
間
柔
道
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

　

初
心
者
も
大
歓
迎
。
幼
児
か
ら

大
人
ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

い
つ
で
も
気
軽
に
見
学
に
来
て

く
だ
さ
い
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時

〇
毎
週
月
曜
、
水
曜
、
金
曜
日
・

18
時
30
分
～
21
時（
小
学
生
以

下
は
20
時
ま
で
）

〇
日
曜
日
・
８
時
～
９
時

●
入
会
金　

３
、０
０
０
円（
保

険
料
、
ゼ
ッ
ケ
ン
代
）

●
月
会
費

〇
中
学
生
以
下
２
、０
０
０
円

〇
一
般
・
兄
弟
２
人
目
以
降
は
１
、

０
０
０
円

●
場

所　
天
道
館

　
（
中
央
一
丁
目
８
‐
41
）

●
問
合
先　
ク
ラ
ブ
携
帯

　
☎
０
９
０（
１
３
６
６
）４
７
８
３

　
（
着
信
専
用
）

※
折
り
返
し
連
絡
す
る
場
合
は
違

う
番
号
か
ら
発
信
し
ま
す
。

第
８
回

糖
尿
病
市
民
公
開
講
座

　
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
９
月
17
日
土
・
12

時
30
分
～
15
時
30
分

●
揚

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
内

容

〇
講
演

〇
身
長
・
体
重
・
血
糖
・
血
圧
・

体
脂
肪
測
定

〇
足
の
相
談(
フ
ッ
ト
ケ
ア)

コ
ー

ナ
ー
、
糖
尿
病
に
関
す
る
展
示

●
講
演
内
容
・
講
師

〇
糖
尿
病
網
膜
症
の
診
断
と
最
新

の
治
療
・
園
田
康
平
さ
ん（
九

州
大
学
大
学
院
教
授
）

〇
歩
き
続
け
る
た
め
に
～
足
を
守

る
い
く
つ
か
の
秘
訣
～
・
石
井

義
輝
さ
ん(

小
倉
第
一
病
院
形

成
外
科
部
長)

●
問
合
先　
山
名
眼
科
医
院

　
☎（
２
４
６
）２
３
４
５

直
方
特
別
支
援
学
校
で

公
開
授
業

　

乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の
療
育
・

教
育
に
関
す
る
相
談
、
通
級
に
よ

る
指
導
の
制
度
や
申
込
方
法
な
ど

に
関
す
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
無
料
で
す
。

●
内

容　
幼
稚
部
・
小
学
部
・

中
学
部
・
高
等
部
の
授
業
公
開

●
日

時　
９
月
13
日
火
・
９

時
～
11
時
40
分

●
申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
℻
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
県
立
直
方
特
別
支

援
学
校

　
☎
０
９
４
９（
２
４
）５
５
７
０

　
℻
０
９
４
９（
２
４
）５
５
０
８

〇
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://nogata-ss.fku.ed.jp/

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

コ
ン
テ
ス
ト 

in
ち
く
ぜ
ん

　

テ
ー
マ
は
、
平
和
の
大
切
さ
や

命
の
尊
さ
に
つ
い
て
「
誰
か
に
伝

え
た
い
こ
と
」「
誰
か
に
語
り
継
ぎ

た
い
こ
と
」
な
ど
で
す
。
皆
さ
ん

の
平
和
へ
の
思
い
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　
最
優
秀
賞
・
優
秀

賞
に
入
賞
し
た
場
合
に
、
平
成

29
年
３
月
19
日
日
の
表
彰
お
よ

び
発
表
会
に
参
加
で
き
る
人
で
、

次
の
部
門
に
当
て
は
ま
る
人

〇
小
学
生
の
部
…
小
学
校
５・
６

年
生

〇
中
学
生
の
部
…
中
学
校
在
学
者

〇
高
校
生
の
部
…
高
校
在
学
者

〇
一
般
の
部
…
満
15
歳
以
上

　
（
高
校
生
を
除
く
）

●
応
募
・
問
合
先　
筑
前
町
役
場

企
画
課

　
☎
０
９
４
６（
４
２
）６
６
０
１

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
● 応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

　

中
間
市
上
底
井
野
で
、
昨

年
8
月
に
稼
動
開
始
し
た
中

間
事
業
所
の
ロ
ボ
ッ
ト
工
場
。

こ
こ
で
は
大
型
の
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
生
産
を
行
っ
て
お

り
、
7
月
21
日
か
ら
一
般
の

見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

工
場
見
学
で
は
、
部
品
の

搬
入
か
ら
、
組
み
立
て
、
動

作
試
験
、
そ
し
て
塗
装
な
ど

の
行
程
を
詳
し
く
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
明
治
時
代
の
最

新
技
術
を
誇
っ
た
「
遠
賀
川

水
源
地
ポ
ン
プ
室
」
が
あ
る

中
間
市
で
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
最
新
技
術
を
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先　
安
川
電
機
中

間
事
業
所

　
☎（
２
４
５
）７
８
２
０

安
川
電
機
で
工
場
見
学
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忘れないで、今月の納付・納税

●国民健康保険税（４期）
●介護保険料（５期）
●後期高齢者医療保険料（２期）

日 曜 ９　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 木 ○子育て講座　なかまハーモニーホール　（10:30 ～ 11:30）
2 金 ○食生活改善推進員養成講座　保健センター　（9:30 ～）

3 土
○Men's キッチン　中央公民館　（10:00 ～ 13:00）
○図書館員おはなし会　市民図書館　（11:00 ～）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

4 日 ○第56回中間市長杯軟式野球大会（1日目）　市営野球場　（8:00 ～）
5 月
6 火 ○健康づくりサポート教室栄養編「高血圧症」　保健センター　（10:00 ～ 12:00）
7 水
8 木 ○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（9/6までに要予約）　人権センター　（10:00 ～ 12:00）

9 金
○救急の日広報活動　ＪＲ中間駅前　（7:30 ～ 8:30）
○食生活改善推進員養成講座　保健センター　（10:00 ～）
○親子スペースウォッチ　底井野小学校　（18:30 ～ 20:30）

10 土 ○男女共同参画講座「男もがんばっとるばい」　中央公民館　（10:00 ～）
○カリグラフィー講座⑦　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）

11 日
環境美化の日
○第56回中間市長杯軟式野球大会（2日目）　市営野球場　（9:00 ～）
○昭和ノスタルジアコンサート　なかまハーモニーホール　（14:00開演）

12 月 ○イチからのゴスペル②　中央公民館　（10:30 ～ 12:00）
○10月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）

13 火 ○親子スペースウォッチ　底井野小学校　（18:30 ～ 20:30）

14 水

○65歳からのカラダづくり教室（予約者のみ）　保健センター　（10:00 ～ 11:30）
○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 15:00）
○世界そげなこと講座④　中央公民館　（13:30 ～ 15:00）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

15 木 ○民生委員児童委員協議会　保健センター　（10:00 ～）
16 金 ○食生活改善推進員養成講座　保健センター　（10:00 ～）

○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）
17 土 ○Men's キッチン　中央公民館　（10:00 ～ 13:00）

○ほっとブックなかまおはなし会　市民図書館　（11:00 ～ 12:00）
18 日 ○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）

○第12回なかまアマチュア寄席　なかまハーモニーホール　（14:00開演）
19 月
20 火
21 水 秋の交通安全県民運動（30日まで）

○自治会長会　中央公民館　（13:30 ～）
22 木
23 金

24 土
○堀川いっせい清掃（雨天中止）　中間唐戸（水門）前集合　（8:30 ～）
○カリグラフィー講座⑧　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
○タニケンのファミリーコンサート　なかまハーモニーホール　（14:00開演）

25 日 ○第59回福岡県民体育大会（剣道）　体育文化センター　（8:50 ～）
26 月 ○イチからのゴスペル③　中央公民館　（10:30 ～ 12:00）

○健康づくりサポート教室医師編「循環器疾患」　保健センター　（13:30 ～ 14:30）
27 火
28 水 ○65歳からのカラダづくり教室（予約者のみ）　保健センター　（10:00 ～ 11:30）
29 木 ○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

○市税などの夜間納付窓口の開設（30日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）

30 金
○交通共済一括申込締切（以降随時加入可）　安全安心まちづくり課　（8:30 ～ 17:15）
○医療講座（骨粗しょう症について）　市民図書館　（14:00 ～ 15:00）
○底井野校区コミュニティバス出発式　地域交流センター　（14:00 ～）

※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。
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■
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回
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広
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な
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か
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っ
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経
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は
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報
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か
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自治体だけでは手の届かない細部にわ
たるまちづくりを行うために、これまで
校区まちづくり協議会の設置を急いで
きました。これは、地域の皆さんが実
際に生活をしていて、「こんなものがあ
ればいいのに」「もっとこんな取り組み
をしたい」という要望を地域の皆さん自
らの手で実現していくためのものです。
中間西校区、中間校区、中間北校区、
底井野校区と開所が続き、これまでに
ない新たなまちづくりの形が続々とス
タートしています。東校区、南校区では
今年度中の開所予定です。その地域ご
とに合ったまちづくりで、皆さんの生活
がより快適なものに
なるように進めてい
きます。

市長のあしあと

▶「自分の子どもが飲酒運転に巻き込まれて死
んだとき、あなたが加害者を笑って許してあげ
られるなら、どうぞあなたも飲酒運転してくだ
さい」。今号のテーマ「飲酒運転の撲滅」を考
えるとき、私の脳裏から離れない言葉です。ど
この講演会で聞いたかは忘れてしまいましたが、
この言葉にはいつもはっとさせられます。もし、

「少しならいいかな」と思ったとき、この言葉を
思い出して、はっとしてもらえたら幸いです（講）
▶「ポケモン GO」の爆発的な人気には本当に
驚かされますね。私はあまり流行に乗る方では
ないのですが、報道の過熱ぶりと私がポケモン
世代ど真ん中ということもあり、ダウンロード
してしまいました。小学生のころに初めてポケ
モンを捕まえたあの感覚が３Ｄでよりリアルに
なっているのに大興奮。熱中する気持ちもよく
わかりますが、事故やケガがないようにルール
を守って安全に楽しく遊びましょう。（翔）

編集後記


